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大分市中心市街地では、まちなかでの購買客の利便性向上のため、中心部商店街でお買物を
した際に購入額に応じて駐車サービス券（紙券）を発行し、駐車料金を無料または割引する仕組
みを運営してきました。しかし、従来のサービススキームでは、駐車サービス券を各加盟駐車
場「専用の磁気カード」と交換するために中心市街地に点在する4ヶ所の交換所に行く必要が
あり、お客様へ身体的ご負担をおかけしていることから、利便性向上を目的に2024年4月1日よ
り「共通磁気駐車券」に変更致しました。

１．事業目的
「共通磁気駐車券」を導入することにより、現状の駐車券交換スキームの課題解決を図り、
駐車場利用者の利便性向上に寄与し、まちなか商業の活性化及び来訪者の増加と回遊性の
向上につなげる。

２．事業内容
おおいたパーキングネット加盟駐車場の精算機のシステム改造を行い、「共通磁気駐車券」
の利用を可能とする。

３．共通磁気駐車券の概要
対象：中心市街地内に点在する19箇所の提携駐車場（次ページの図参照）
形式：磁気方式の共通チケットを採用
仕様：制式スペック2（裏面全面磁気コーティング式）
配布方法：提携店舗で一定額以上の利用時に配布
精算方法：出庫時にチケットを挿入し自動割引処理が可能

この仕組みにより、どの提携駐車場を利用しても、共通の駐車サービスが受けられるように
なり、来街者にとって柔軟な移動・買い物・観光が可能になりました。



４． 利便性向上の具体的効果
⑴利用者目線での効果

①�「どこに駐車しても従来の手間が省ける」という安心感により、事前の駐車場調査の手
間が軽減

②目的とする大型商業施設（百貨店）・商店街への移動がスムーズになった
③駐車サービスを気にせずに滞在時間の延長・複数施設の利用が見られた

⑵事業者側の効果
商店街やテナント側では、複数駐車場に対応可能な共通券の案内が容易となり、サービス
対応が標準化。集客効果の向上に加え、施設間の競争ではなくエリア全体としての価値向
上を図る動きが生まれた。

⑶都市機能としての効果
中心市街地における回遊性が向上し、「点」ではなく「面的なにぎわい」へとシフト。ま
た駐車場の混雑の偏りが緩和され、分散化と効率的利用が進んだ。

５．利用者の声・定量的成果
利用者アンケートでは、「便利になった」「駐車料金を精算するストレスがなくなった」な
どの声が多数
提携店舗（外販店）での共通券購入率が導入後10％増加



６．今後の課題と展望
現時点では、対象駐車場のカバー率やPRの方法に課題が残されています。今後は以下の
点に重点を置き、さらなる活用促進を図ります。
⑴共通磁気駐車券のデジタル化（QRコード化やアプリ連携）による利便性のさらなる向上
⑵サイン表示や地図など視覚的な誘導の充実
⑶提携駐車場及び店舗の拡大とインセンティブ制度の導入
⑷エリアマーケティングとの連動による利用実態分析と施策改善

７．結論
共通磁気駐車券の導入は、中心市街地を「誰もが気軽に訪れやすいエリア」へと転換する
きっかけとなりました。今後も、本制度を地域の交通・商業・観光戦略と連動させ、持続
的なまちの魅力向上を目指してまいります。

事務局では皆様から「PARKING　NOW」に掲載する情報の提供を募集しています。
以下の様な駐車場に係る情報がございましたら、是非ご連絡をお願いします。
・新規開場した駐車場や既存駐車場リニューアル事例等会員に参考になる情報
・駐車場に関連する各種トピックス
・駐車場を取り巻く自治体の動き
など

《連絡先》
一般社団法人全日本駐車協会　☎　03-3528-8305
　　　　　　　　　　　　　　e-mail : info@japan-pa.com

「PARKING　NOW」掲載情報提供のお願い


